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2建設に要する費用の変更2
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ll-①コア材採取量不足及び転石処理による増
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'○ロックフィルダムにおいて
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○コア材の確保については､設計段階において右図の

とおり20m間隔でメッシュ状に調査を実施し、
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「 中央コア型口ツクフイルダムの構造形式
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岩盤 （岩石と土を盛り立てるタイプ）
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ll-①コア材採取量不足及び転石処理による増

N＞平成29年度末に､第1コア山での本格的なコア材採取に着手したところ、＞平成29年度末に､第1コア山で
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＞不足分の調達方法について､経済性等を考盧して検討した結果、＞不足分の調達方法について､経

らの採取と購入により対応す莚らの採取と購入により対応する三

【当初設計時】
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堤体材料に適す対ﾝ観る地層ヨ
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地内で流用するために＞現場で発生した転石については〆

破砕処理が必要となり、増額とな
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大阪層群土試料採取箇所
(調査横坑）
－－

真砂土

試料採取箇所

(調査横坑）

● ：バックホウによる試掘採取

又は､露頭より試料採取
一：大阪層群±分布域

一：コア山掘削範囲

● ：既往調査位置(ボーリング）
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